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祝

この度、 協同組合千葉電友会では 「千葉電

友会だより」 を創刊されますこと、 心からお

祝いを申 しあ げます。

電友会の皆様には、 日頃より一致団結され

業界の発展に努められるとともに、 技術の研

鐙に励まれ、 大きな成果をおさめていること

ご同慶のいたりであります。

特に
、
著 しい技 術革新の 昨今、 皆様の熱心

な向上心にもとつく高度な技術の修得 は、 市

民生活の向上に大 きく貢献 するものであり
、

誠にありがたく心 強く存 じているのでありま

す。

私達の まち千葉 市は、 市民皆様のたゆみな

い 努 力 に よ り、 県 都 と し て、
ま た 首 都 圏 の 中

核都市と して着実に発展 し、 現在では人口も

８０万になんなんと し、 全国で第１２番目の大都

市にまで成長いた しております。
このような中で、 本市はこれまで 「ゆとり

と活力ある都市づくり」 を目標とする第３ 次

５ヶ年計画に基づき、 総合的かつ 計画的に 市

政を展開 し、 市民生活の向上と都 市の秩序 あ

る発展のため努力を続け、 一応の 成果をおさ

め る こ と が で き た の で あ り ま す。

しかしながら、 ここに きて 「高齢化」 「国

際化」 「高度情 報化」 と いう新 しい時代の要

請 が一段と明ら かとなり、 加えて首都機能の
一翼を担う業務核都布と して位置づけられる

な ど、 市政を取 り巻 ぐ社 会経済情 勢は大きく

変動いたしているのであ ります。
このような新 たなる社 会情勢に適 切に対応

した市 政運営を推進する ため、 昭和６２年度よ

りスター トさせる予定でありま した 「第４次

５ヶ年計画」 を１年繰りあ げ、 本年度より実

施 しているのであります。

私は、 この計画の中で新たな時代の要請 と

辞

千葉市長 松 井 旭

昭 和６７年 を目途とす る政令指 定都市移行とい

う 大きな節 目に対処 して、 大都市にふさわし
い都市基盤 の整備、 都市機能の充実に努める

と ともに、 魅力と活力ある都市づくりを進め

て 参 り た い と 存 じ て お り ま す。

また
、 同時に豊かな緑と水辺を活か した住

みよい環境づくりを推進するほか
、
市 民の要

望 の 多 い 保 健 衛 生、 福 祉、 教 育、 文 化、 コ
ミ

ュニティ の振興な ど、 市民参 加のまち づくり

に積極的に取り組み 市民福祉 の向上を図って

参る所存で あります。

本 市 は、 今、 ２１世 紀 に 向 っ て 大 き く 飛 躍 し

よ う と い た し て お り ま す。

本年３月 には
、 長 い懸案でありました京葉

線 が一部開通 し
、
薪駅を核と した新しいまち

づくり が進められ
、
また県なら びに地元経済

界 と協力 し進めております幕張メ ッセ計画も

第３セクターの設立な ど、 実現に向 けて具体

化 し、 幕張新都心計画は大きく前進 をいたし

ま す
。

更 に、 ６ 月１５日 に は 千 葉 港 の シ ン ボ ル 「ポ
～ ト タ ワ ー」 が 完 成 し、 臨 港 プ ロ ム ナ ー ド、

ポ ー ト パ ー ク の 整 備 等 に よ り、 千 葉 港 は 県 民、
市 民 に 親 し ま れ る 親 た な レ ク リ エ ー シ ョ ン ゾ
ー ン と し て 変 貌 い た し ま す。

こ の ほ か、 都 市 モ ノ レ ー ル を は じ め 中 心 商

店街、 並 びに国鉄干葉駅周 辺再開発事業の推

進、 千葉球場の建設等、 大 プロジェ クトの完

成を図って参る所存であります。

しかしながら、 複雑多様 化する現代 社会に

おいて、 都市行政を取り巻く環境はますます

厳 しさを増してき ているわ けです。 このよう

な時こそ 求められるものは、 市政と市民をつ

な ぐ信頼 の絆であ り、 長期的かつ総合的視野

に立った都市づくりの推進であります。
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（２｝ （協） 千 葉電友会 だより 昭 和６１年１ｉ月 １ 日

どう か電友 会の皆様 には、 こ のような 市政

の現 況をご理 解いただき、 今後 とも郷土 発展

の た め・一．・・層 の ご 支 援
、
ご 協 力 を お 願 い 申 し あ

げる 次第で あります。

お わりに、 協伺紐合 千葉 電友 会の 今後 益々

の ご隆盛と会員 各位の ご活躍、 ご健勝を心 か

ら祈 念中しあ げ、 私の
お祝いの ご挨拶と いた

し ま す。

創 刊 に あ た っ て

協１司 紐 合 千 葉 電友 会

理 事 長 染 谷 新太ｆ昌１

１

天高く馬 肥ゆる秋を 迎えま して、 １年 中で
一一一番 し の ぎ や す い 季 節 と な り ま し た。 御 尊 社

皆 々 様 一 段 と 御 活 躍 の こ と と お 慶 び 申 し．上 げ

ま す。

こ の 度、 弊 紐 合 で は
“千 葉 電 友 会 だ よ り”

を 創．門 す る こ と に な り、 官 庁、 関 連 業 界 よ り

の 通 達、 要 請、 連 絡 又 は 紐 合 員、 或 は 組 合 近

況報告等を通 じて組合 員相：削のコ ミュニ ケー

シ ョ ン を 計 り、 又 健 全 経 営 に 務 め ら れ て い る

皆 様 に お 役 に た て れ ば と 思 っ て お り ま すＱ

今日 まで幾 多の困難 を克服 してまいりま し

た協１司組合千葉電友会 一 一…一

顧 み ま す と、 昭 和４０年 ５ 月 任 意ＩＪ
ｌｌ体 と し て

千 葉’市 電 友 会 を 設 立、 当 初 会 員１７社 に て ス タ

ー ト 致 し ま し た。 特 に 工 事 の 共 同 請 負、 資 材
’

共 同 購 入、 技 術 の 向．ヒ を１．・１的 と し て 発 足、 そ

の 後 徐 々 に．
．１：事 発 注１蓑：も 増 え、 そ れ に 伴 い 会

員 数の増加、 高度経済成長のなか千葉市電友

会も躍進 してまいりま した。

し か しな が ら、 昭 和４８年 秋 の 第一一 次 オ イ ル

シ ョ ッ ク に よ る 戦 後 初 め て と 言 わ れ る 不 況 に

み ま わ れ ま し た。 産 業 界 全 般 に 亘 る 不１｝己の 中、

我々電気工事業 界も電｝；窒資材、 特にケー ブル

類の不足等で苦境にたたされ、 国会デモまで

行 っ た こ と を 忘 れ る こ と は 出 来 ま せ ん。

更 に、 第 二 次 オ イ ル シ ョ ッ ク に も 遭 遇 し、

燈の中も低成長時代へと変遷してまいりま し

た。 そ ん な な か、 我 々 会 員 白 身 も 低 成 長 化 に

対 応すべく、 経営基盤の強化を初めとする技

術 の研鐵、 会員団結、 発注当局との折衝等に

よ り 活 路 を 姑 い 出 し て き ま し た。

そ の 後、 千 葉 市 の 大 き な 施 策 と し て、 政 令

指 定 都 市 移 行 計 画 が 発 表 さ れ る や、 会 員 一一 同、

大きな期待を胸に しました。

そ こ で、 当 紐 合 と して、 対 外 折 衝 強 化 の 為

にも法人化の必要性に迫 られ、 関係方醐の御

支援のもと、 昭和６０年１月 協同糸【１合千葉電友

会の設立認可を頂いたのであります。

ここ 数年来、 或は今後予想される公共工 事

損１の 減 少 に か ん が み、 組 合 と し て、 本 年 ３ 月

大型工事の共１司企業体方 式 （ｊｖ＞ による発．

注に特段のご配慮を頂く べく、 千葉霜長に陳

情 し て ま い り ま し た。

千葉市御当局 による地 元業者の苦境を理解

い た だ き、 ８ 月 念 願 の ｊ
ｖ 方 式 に よ る 発 注 の

英 断 を 下 さ れ た こ と、 厚 く 御 礼 申 し土 げ ま す。

又 昭 和 ６７年 度 を 目 標 と す る 政 令 指 定 都 市 移１．ｊ
＝

に 伴 い、 都 市 基 盤 の 整 備、 教 育、
．文 化 等 の 充

実を主策とする 第四次五 ヶ年計１由１が実施され

るなか、 電気設 備王事を通 じて、 市民生活に

貢献しなければならないと資任を痛感 してい

ると同 時に、 大きな期待を寄せているとこ ろ

であり ます。

こ 二 で、 紙 上 を お か り し、 発 足 か ら 今 口 ま

で千葉市御当局の組合に対する温情ある御支

援、 御 協 力 頂 い た こ と を、 こ こ に 深 謝 す る 次

第でご ざいます。 これか らも千葉市の発展無

くしては我々紐 合の飛躍 はな いものと確信い

た し て お り ま す。 ど う か、 変 ら ぬ ご 指 導、 ご

鞭燵をお願い申 し土 げます。

おわりに、 紐 合員 各位 の益々の ご繁栄を祈

念 し、 創 刊 に あ た っ て の ご 挨 拶 と さ せ て い た

だ き ま す。

、 ．
．．
ノ



（協〉 千葉電友 会だより 匪召孝旺６１至Ｆ１１月 １ 日 （３）

下請負代 金支払の＝適正化等及 び 「下請業者選

定通知 書」 の提出 につ いて

千葉市長

ρ

先に９月２４日付にて千葉市契約課より下請負代金支払の適正化 等につ いて

周知徹底方 要請を受 け、 皆様にも既に通知 したとこ ろであります。 組合員に

お いて は、 従来
よ り 実 施 さ れて い る こ と と 存 じま す が

、
こ こ にあ ら た めて 掲

載 し、 互 い の 安 定経 営 の 為 に
も
、 更
に 適 正 化 に 努め ら れる よ う お 願 い 申 し上

げま す。

漕馬

１ 下 請代金支払の適正 化等につ いて

α） 工事の全部又は大部分を一 括して他 の

建設業者に請負わせ ないこと。

｛２＞ 建設資材を購入す る場合、 資材納入業

者の利益を不当に害 すること のな いよう

公正な取引 きの確保 に努める こと。

｛３） 元請業者は、 下請 業者が倒産、 資
金 繰

りの悪化等により下 請工事の 施工に関 し、

再下請負人労働者等 の関係者 に対 し請負

代金及 び賃金の不払等を生 じさせること

の な い よ う 十 分 配 慮 す る こ と。

働 下請代金は現金払 いを原購 とし、 手 形

を併用するときでも 現金比率 を高め、 手

形期間はできるだけ短くする こと。

㈲ 工事の開始に先だって、 下
請業者との

契約を締結 するとき は、 適正な下請 負条

件 に よ る こ と に 留 意 し、 工 事 内 容、 工 事

代 金額、 前払金を含む支払条 件等を明 記

した契約書を取り交わすこと。

（６） 下請業者及 び資材納入業者は、 でき る

だけ市内業者を使用 するよう 努めること。

（７） 下 請 業 者 選 定 に た っ て は、 施 工 能 力、

雇用管理及 び労働福祉等の状況を総合的

に勘案 して優良な者を選定すること。

（８） 上記のほか建設業法及 び関係法令に留

意し適正な施工管理に十分配慮 すること。

２ 「下請業者選定通知書」 の提出につ いて

（１） 請負金額９００万 円以上の 本市発注工事

（電 気、 管、 電 気 通 信 又 は さ く 井 工 事 に

つ い て は３００万 円 以 上 の も の、 ） に つ い

て、 そ の 一 部 を 下 請 け さ せ る と き は 「下

請業者選定通知書」 （別紙様式） をすみ

やかに工事担当課に提出すること。

なお請負金額９００万円未 満の工事につ

いても下請業者選定通知書を提出させる

こ と が あ る。

（２） 実施月 日

昭 和６１年１０月 １ 日 以 降 に 契 約 し た も の

か ら 実 施 す る。



（４） （協） 千葉電友会だより ｌｉｒ｛矛鐸６１令三１１月 １ ［１

團圏 圃 園囹囲圏

組 合 事 業 の一一一環 と して 本年 度 ２ 回 Ｂ の経

営 講ｉ演 会 が、
去 る １０刀 ２１ｉ．．

１ノ「 後 ３ 時 よ り ち

ば共 済 会 館 にて 開催 さ れ ま した。
講 師 と し

て 県 中 小 企 業 紺 体ｌｌ」央 会 特 別相 談員 で 中ノ」・

企業 診断士の坂本康男 先生を迎え “これか

ら の 経営 者
” と 題 し講 演 が 行 わ れ、 約５０名

出席
、
全 員 熱 心 に 聞 き 人 り 好 評 のう ち に 終

∫ し た。

ひき つ づ き、 千
葉 市 設 備１；將ｌｌ∫水 課 長 よ り

契約 事 務、
二歪１二事 に 関す る 指 示 等 の 説 明 が あ

り ま した。 終 了 後、 懇
親 会 に 移 り一・層 の 親

睦 を 深 め た。
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ここ 数年来の公共工事及民間設｛１｝ｌｌの長期

に亘 る 低 迷、
ここ に き て 円高 不 況 等 によ り

建設関 連業界は不況にたたされて おります。

当 紐 合 と して も、
近 隣 自 治 体で も す で にＪ

Ｖ方式 発注が実 施されている現状 でもあり、

数年前よ り千葉市御当局 へ大型二｝．二事の分ｌ
ｌ』

又は共 同企業体方式 （ＪＶ） の発 注につい

て 要 請 を して お り ま した。 本
年 ３ 月
、
千 葉

市の政令指定都市への移行等に伴い予想さ

れる大型物件の発注についても極力紐合員

の受注機会の増 拡大等、 特段の御 配慮をい

ただく べく染谷理事長他役員 にて市長へ陳

情 を致 しま した。 又
我 々 業 界 自 身

、
そ れ な

りの対 応と して、 Ｊ Ｖ受注対策委員会の設

置、 あるいは勉強会等重ねて
まいり最近よ

う やく 気 運 が 高 ま り 市 長 を は じめ財’政 部、

建 策 部 等 関 連 部 局 のｉ暖か い 御 支 援 を 賜 わ り、

待望のＪ Ｖ工事の第一弾 （動物公園 主要動

物舎等新築） が発注され住友竃設・ 橋本電

業 社 ・ 南 電業 共 同 企 業 体 が 受１・ｌｌ出 来 たこ と

感 謝致 す 次 第で す。 経 過 概 略次 の 通 り。 ６０

年１１月２６Ｌｌ市 コ ミ ニ テ ィ セ ン ター 会 議 室 に

於て 市 設 備 課、
社 団 法 入 千 葉奄 業 協 会、 当

紐合の三 者の会合には じまりその後当組合

が窓ｌｌ：ｉと なり千葉市給排水業者のＢ：１体水親

会 と も 共 同 に て１１月 １１ 日、 １１．月２９日 、 １２
月

５日と財政部契約課、 建築部設備課とも協

議 打 合 を も っ た。 ６１年 ３月 ６ 日千 葉 市 長 に

対 し陳 情 書 提 出、 さ ら に ７月２１日 財
政 部、

建築部へ出向き再度理解を求めた。 当委員

会の電気設備工事にお ける共同企業体運営

試案の内容概要につい ては７月１０日付千葉

県建設新聞に既報の通 り。
な お
、
委 員
』
は 次 の通 り （敬称 略） 染 谷 薪

太 郎 ・岩 崎 興 二・ 喜 多 村賢 一 郎 ・ 山 川 庄 治 ・

南 修 治 ・ 小 川 重 二 ・ 小 泉 嘉 規 ・ 小１幡 陽 一ρ

以 上 ８ 牝
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〈協） 千葉宅友会だより 昭 和６１年！１月 １ ［ヨ （５｝

△
五 務 報 生ｏ

６１．
４． ５ 当 組 合 理 事 堀 口 道 二 氏 の 告 別

式参列 （博全社桜木斎場にて理

事長他役員）

４， ９ 役 貝 会 開 催 総 会 準 備、 事 務 関

係等協議

４． ２３ 第 ３ 園 通 常 総 会 開 催

ほ） 於 ちば共済会館３７名出庸

会務報告及新年度会務の承

認、 他会費改定の承認

（２） 総 会終了後、 中小企藻診断

士による経営考 講演会開催、

のち懇親会

５． ８ ６１年 度 第 １ 回 役 員 会

（１） 役員の職務分担の決定

（２｝ ｊｖ委亙ミ会づ邑足 （委三重８名

選任〉

（３｝ 総会費報告他

５． ２１ 第 １ 回 Ｊ Ｖ 委 員 会 聞 催 建 設 工

事共同企業体に園する 諸問題に

ついて

６． ３ 第 ２ 回 Ｊ Ｖ 委 員 会 開 催

６． １３ 第 ３ 回 Ｊ Ｖ 委 員 会 開 催

６． １９ 第 ４ 回 ３ Ｖ 委 員 会卜ｆｌ催．

６． ２４ 役 貝 会 開 催

（１１ ＪＶ委員 会の中目報告

（２） 本年度事業の打 合

（３｝ 備品 （複写機） の購入検討

（・Ｄ 中小企業 者全国大会参加

（今年は不参加） 及千葉市

観光協会よりの稲 毛の浜花

火人会 （寄付生２ 万円支ε｝１）

他暑中見舞広｛量享も季灸討承

７． ２ 第 ５ 回 Ｊ Ｖ 委 員 会 開 催 組
／ 員

に対しての試案内容のとりまと

め、 そ の 他

７． ９ 組 合 員 （格 付
Ａ 業 者） に 対 す る

７
．
２１

８． １

８ 。 ６

８ ． ８

９ ． ２

９
。
７

９
．
２０

１０
．
７

１０
．
２８

Ｊ Ｖ委員 会にて作成 の試案 説明

会開催 （於目爵荘）２８社出 席

．
染谷理事 長

、
岩崎嗣 理事長千葉

市財政部、 達築部及［；吏備課 へ出

向く

建設省計画局通１髭に基く地域住

宅相談運動の実施について （千

栞市建築部より案内） の協言義会

に出厩 し於ち ば共済会館、 理事

長、 山 川 理 事 出１、ド∫）

役員会開催

（１）組合員への事務、 業務等の広

報のための仮称千象電友会だ

よりの発行を決定 （総務部担

当）

（２）本年度１．荏予 定の経営 講演会

実施決定 （亭震部担当〉

（３）今期 残の定期 役員会の口程決

定

千葉県中小企業団体中央会より

６王年度監査指等のため錦 織氏来

所 （理事長、 喜多村理事、 桜田

理事立合）

役員会開催

経営講演会の詳細打／ 及び電友

会だよりの編集委員選任 （役員

よ り ４ 名）

当紐合埋事 高 梨ＩＩ多氏の告別式

参列 （鋸南町保田の目宅 にて理

事長他役員）

イバ｛電友会だより発行の ため編

集会議開催

役員会開催 講演会、 訟 報の件、

その他事務関係 打合

臨時役員会開催 塩崎信 一氏の

叙 勲 祝 賀 パ ー テ ー の 件 討ｉ誠 ．



（６） （協） 千葉電友会 だより 昭和６１年 Ｈ月１日

第３回 電友会ゴルフ大会！

優 勝 杯 滝 ロ 氏 に ！
千 葉電友会 会員内で （仮称） ゴルフ同好

会 が 出 来 て お り ま す。 春、 秋、 年 ２ 回 と い う

こ と で 今 回 で 早 ３ 回 目 を１塑 え ま し た。 染 谷 理

事 長 よ り、
個 入 出 資 の 優 勝 杯 を ご 寄 付 頂 き、

現 在 持 ち ま わ り で コ ン ペ を 行 い、 会 員 も 順 次

増え 現在２３名ほ ど、 今は電友会 未公認ですが

来年 度から会公認とし、 予算化
を考慮中です。

ゴ ル フ を 通 じ て、 会 員 同 志 の よ り 良 い コ ミ

ユ ニ ケ ー シ ョ ン の 場 と な る よ う 願 っ て お り ま

す，、 次 回 （６ｉ． １ 月 末 頃） の お さ そ い に は ぜ

ひ御参加下さい。

第３ 回大会 紐合せ及 び競技結果は次の通

り で す
Ｑ

場所 房総カ ントリー クラ ブ （長生郡睦

沢町）

※ 紐合わせ 表

玉 紐 Ｓ Ｔ
．
９
．
２４

２ 紐 Ｓ Ｔ
．
９
．
３０

３ 組 Ｓ Ｔ
．
９
．
３６

４ 紐 Ｓ Ｔ
．
９
．
４２

５ 組 Ｓ Ｔ
，
９
．
４８

宮 崎 実

ｌｌｌ本 勝 男

伊 藤 征 司

藤 沼 清 一．・

増 田 健 安 藤 文 隆 欠

高 本 仁 大 鈴 木 弾 政 欠
一．一一一

滝 口 勝 征 欠

幽．Ｌ．．

高 橋．酵 代 雄

長 谷部昭雄 塩 崎 俊 雄 久 保 昭 雄

． ． ． ．」 ． 」 ． 」 ． ．

㍊

※参加 蓄 （成績順、 敬称略）

Ｂ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

巴

１３

滝 口 勝 征

宮 崎 実

安 藤 文 隆

藤 沼 清 一一・

伊 藤 征 司

久 保１眉 雄

高 本 仁 大

塩 崎 俊 雄

由 本 勝 生

鈴 木 弾 政

増 田 健

長 谷部明男

高橋喜代雄

業

工

事

設

業

業

設

業

業

工

所

社

業

灯
電
鷲

電
継
電
短
電
Ｅ
撒

犠

蝿
崎
就
沼
鼎騰
曝
榮
禰
信
↑
嚇

樹

滝

宮

安

藤

伊

北

京

共

大

東

増

協

石

（瞳）ＰＣ）

７

４

５

６

０

８

５

５

５

８

０

８

４

１

１

２

１

１

２

２

２

１

２

２

１

３

０

２

７

６

４

０

６

０

２

９

１

７

５

４

４

４

４

４

６

５

６

５

５

５

５

６

６

４

０

４

６

２

４

０

０

９

０

４

１

４

４

５

４
．

４

５

５

５

５

５

６

５

６

魍 ノ
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（協） 千葉電友会だより 昭和６１年１１月１日 （７）

協 同 組 合 千 葉 電 友 会 組 織 図

理 事 長

副 理事長

理 事
〃

〃

〃

〃

監 事
〃

顧 問

員

郎

二

治

郎

栄

晃

一

信

一

雄

太

一

親

興

庄

賢

尚

清

昌

誠

俊

．
谷

崎

川

村

田

井

沼

倉

巻

田

多

染

岩

田

喜

桜

高

藤

宍

藤

豊

役 名

株式会社染谷電気商会

千 葉塚田電 気株式会社

山栄電機株式会社

千葉電気工嶺株式会杜

株 式会社桜田電設

株式会社橋本電業社

藤沼電設株式会社

昌信電気工事株式会社

片岡電工株式会杜

豊田電気株式会社



（８＞ （協） 千葉 電友会だより 昭 和６１年１１月 １ 日

‘ミワ翌ミウｘミフ又栃工ψ工ｏヱくラ芸曽公逆弐ミ９鼓尋二七

お 知 ら せ
㎜ 礎 ㎜ 斬癸藤癸藤奏藤礎藤礎 蝋

◇ 千 葉県地域 ぐるみ福 祉振興基金への協 力

（組 合） 方 お願 い。

福 祉社 会の 実現 に向 けて地域 ぐるみ参加

協力。 （９月５日付 千葉県中 小企業団 体

申 央会より）

◇ 指 導者育成 講習 会 （組合） 開催につ いて
・ １０ 月 ３０日

現 在会社制 度の改正 する為 の作業が進め

ら れており、 既に骨 子等が公表されてお

り ます。 こ の改正概 要等、 又関係法令に

つ いての講習で継合より理事出席 しま し

た。 （９月２５日付 千葉県中小企業団体

中 央会よ り）

◇ 法令等の遵 守の徹底 について

労 働安全衛 生確保の ための建設業労働 災

害 防止 協会 （建防災） への加入促進、 建

設 業法、 道 路交通関係法、 危険物関係法

令、 独禁法令等関係 法令の遵守について

強 い 要 請 が あ り ま し た。 （１０月 １ 日 付 千

葉県知事通達 一 社団法人 千葉電業協

会よ り）

◇ 共和 電気工 業㈱代表取締役塩 崎１言一氏 の

叙 勲祝賀会 開催

１１月２７口 千 葉 ニ ュ ー パ ー ク ホ テ ル に お い

て予定さ れています。 当紐 合でも協賛 団

体 となって いますの で、 多数の御出席
を

お 願 い し ま す。

６ 月 ５ 日 オ ー プン し、 新 しく 千 葉市

の シ ン ボ ル と な っ た 千 葉 ポ ー トタ ワ ー

◎㈱橋本電業社 本社移転及び電話番号の変

更 （４月３０日付）

新所在地コ千葉市長作町１３８７番地 ２、 電話

０４７２（５９）８４１ユｏ

◎京葉富士電機㈱ 本社移転及 び電話番号の

変更 （５月６Ｅｌｆ寸）

菊１所在地＝千葉市末広４丁目２０番１号、 電

ロ紅ｒ Ｏ４７２（６１＞６１１１。

◎アイシ ン電気工 事㈱ 組織変更 （８月１８日

付） 有限会社 を株式会社 に変更。

◎南電業 ㈱、 北斗 電業㈱の御両者が当組 合に

復 帰 さ れ ま し た。

◎㈱水沼 電業社代 表取締役 石井久夫氏が１０月

１２臼御 結婚。 染 谷理事長 出席し、 お祝金を

贈 呈。

◎共和電 気工業㈱ 代表取締 役塩崎信一氏にた

いし、 秋 （１１月） の叙勲 で ヂ勲五 等瑞宝章」

受賞の 内示があ りま した。

計報

●堀口道 二氏 （㈱堀ロ電気商会専務取締役、

当組合 理事） ４月３日交通事故のため入

院 先 の 病 院 で 死 亡、
５４才。

●高梨修氏 （東陽電気工事㈱営業部長、 当

組合理事） ９月 ５日入院先の病院で病死、
５０才 。

御両者にたい し、 組合発展の功績を感謝し、

告別式には会長他多数出席 し、 組合より弔慰

金及び花環 を贈り哀悼の意を表 しま した。

●㈲滝口電気工業 滝口社長の御子息が８月

８日部活動中死亡され、 組
合より弔 慰金を贈

り 哀 悼 の 意 を 表 し ま し た。

惚
ノ
，

． 櫨
ノ
．



（協） 干葉電友会だより 昭 和６１年１１月 １ 日 （９）

６１
．
４
．
２４

５ ． ９

５． ２３

５． ２９

６． ５

６ ． １
３

６
．
１３

６
．
１３

６
．
１ ３ ・

６
．
ｉ３

６
．
１９

６
．
１９

６
．
１９

６
．
２６

７
．
１１

７
，
１ユ

入 札 結 果 報 告

葛城中学校仮設校舎移築他

電 気 設 備 工 事 ４，７５０

昌信電気工事

土気小 学校 プー ル循環ポ ン

プ 幹 線 改 修 工 事 ２，１２０

北電業社

塩田学校給食センター受変

電 設 備 改 修 工 事 ２０
，
２００

堀ロ電気商会

小倉小学校消火ポンプ改修

電 気 設 備 工 事 １，
７３０

桜田電 設

由王小学校消火ポンプ幹 線

改 修 工 事 ２
，
１００

武田電気工事店

市庁舎他５ヶ所 模写電送 機

器 設 備 工 事 ３，０５０

成田電機商会

加曽利 貝塚博物 館、 冷暖 房

電｝房ミ言三と｛蒲二ｉ二弓王 ２
，
６００

双葉電設

稲毛海浜公園電気設備配管

工 事 ２，０００ 新 千 葉

電設

競輪場第一休憩 所改築及 び

テント取設電気幹線切廻 し

工 事 ６
，
１００ 豊 田 電

気

大宮下 水処理場 水位計設 置

二Ｌ 事 １
，
５００ 白 河 電

設

矢作町地内照明灯設置工事

２，４５０ 京 葉 電 設

仮称チ葉市消防局特別救助

隊庁舎新築電気工事

２３
，
９５０ 尾 高 電 工

動物公園管理事 務所新築 電

蒙く言窒｛蒲二Ｔ二事 ６７
，
３００

増田電気工業所

動物公園北ロゲート及 び便

所新築電気設備工事

５
，
７００ 伊 藤 電 業

千城台北小学校給食室改築

電 気 設 備 工 事 ３
，
０００

旭電工

緑町小学校給食室改装電気

（ ６・ ・．
・一 ・
・
３・

事務局調べ

設備工事

ロ電気工業

７ ． １１

７
．
１１

７ ．
１１

７
．
１７

７
．
１７

７
．
１７

７
．
１７

７
．
１７

７
．
１７

７
．
１７

７
．
１７

７
．
１７

７
．
２４

７
．
２４

８
．
２

１鼎南）

４
，
４００ 滝

都賀中学 校増築竃 気設備工

事 ２
，１７０ 光 栄 電 設

工業

星 久喜小 学校屋内運動場ス

テー ジ取 設電気設備工事

２
，
４２０ 千 秋 電 気

桜 木小学校屋内運動場ステ

ー ジ取設電気設備工事

２，３８０ 大 西 電 設

鶴沢小学校散水電気設備工

事 １，
４１０ 水 沼 電 業

社

園生小学校散水電気設備工

事 ２，９００ ト マ ツ 電

設

磯辺第二小学校散水電気設

備 工 事 ２，
３５０ 宮 崎

電工

松ケ丘中学校散水 電気設備

工 事 ２
，
４５０ 千 葉 電

建

大宮小学校散水電気設備工

事 ２，１９０ 吉 田 電 設

千城台南 中学校散 水電気設

備 工 事 ２
，
７００ 桜 田

電設

花見川 第一中学校 散水電気

設 備 工 事 ２
，
０２０ 黒

田電気商会

幕張西中学校屋内運動場ス

テージ取設電気設備工事

２
，４
００ 大 東 電 設

真砂第一 中学校散水電気設

備 工 事 ２，２００ 西 千

葉電設

白井小学校屋内運動場ステ
ージ取設電気設備工事

２
，
６８０ 北 進 電 設

千葉みなと駅西口広場照明

灯 設 置 工 事 １２，４００ 染

谷電気商会

あやめ台小学校屋内運動場
ステージ取設電気設備工事

２
，
４００ 新 千 葉 電 設
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２１
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２１

８
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２１

駄

８
．
２１

西小仲台小学校屋内運動場

ステージ取設電気設備工事

２，３５０ 白 河 電 設

幸町第二保育所電灯増設工

事 ３，
４００ 双 葉 電 設

稲丘小学校屋内運動場ステ
ージ取設電気設備工事

２
，
４２０ 安 藤 電 気 工 事

宮野木小学校屋内運動場ス

テージ取設電気設備工事

２
，
６００ 黒 田 電 気 商 会

花園照明灯交換工事

７
，
６５０ 成 田 電 機 商 会

寒川小学校電灯設備工事

５
，
２００ 水 沼 電 業 社

動物公園主要動物舎電気設

備 工 事 ２２８，０
００ 住

友 ・ 南 電 業 ・ 橋 本 電 業 社

千城台北小学校屋内運動場
ステージ取設電気設備工事

２
，
３４０ 桜 田 電 設

幸町第一小学校屋内運動場

ステージ取設電気設備工事

２
，
３７０ 千 都 防 災 工 業

千城台西小学校屋内運動場

ステージ取設電気設備工事

２，４００ 旭 電 工

幸町第二小学校屋内運動場

ステージ取設電気設備工事

２，
４００ 大 東 電 設

チ葉競輪場第一休憩場改築

電 気 設 備 工 事 ８
，
２９０

豊田電気

千葉市朝ヶ丘公民館電気設

備 工 事 ７
，
９１０ 前 田

９
．
４

９
．
１１

９
。
１１

９
．
１１

９
。
１１

９
．
１１

９
．
１１

９
．
１９

９
．
１９

９
．
１９

（以上受注金額計

会 員 １４
，
４１０

電工

花見川 第一小学校屋内運動

場ステージ取設電気設備工

事 ３，６００ 染谷電気

商会

草野中学校 屋内運動 場ステ
ージ取設電気設備工 事

２
，
５５０ 小 松 電 業 社

績橋市民運動場外灯設備改

修 工 事 ３
，
６５０ ト マ

ツ電設

真砂第一中学校屋内運動場

ステージ取設電気設備工事

２，６００ 京 葉 電 設

花見川第二小学校屋内運動

場ステージ取設電気設備工

事 ２
，
４８０ 武 田 電 気

工事店

市民会館電気設備改修工事

２０，０００ ア イ シ ン 電 気 工

事

緑町保育所改修電気設備工

事 ６
，
３００ 新 千 葉 電

設

都 賀小学校 屋内運動 場ステ
ー ジ取設電気設備工 事

３，
４００ 光栄 電設 工業

椿森中学校特別教室改築電

気 設 備 工 事 ８，５５０

京葉電設

葛城中学校特別教室改築電

気設備工事 ８
，
１４０

昌信電機工事

会 員 ５２２
，
２１０ 非

計 ５３６
，
６２０）

，
ノ

協ノ ，

編 集 後 記

秋 も だ ん だ ん 深 く な っ て ま い り、 朝 夕 寒 さ

を 感 じ る 季 節 と な り ま し た。

電 友 会 だ よ り 創 刊 に つ き ま し て は、 急 な 企

両の た め、 ま た 各 編 集 委 員 共 多 忙 の な か の 素

人 編．集 に つ き、 出 来 ば え に つ い て は ご 容 赦 下

さ い。 定 期 的 に 発 行 を 予 定 し て お り ま す の で、
次 圓 よ り 皆 様 か ら の 最 新 情 報、 短 歌、 俳 句 類

等 何 で も け っ こう で すの で 事 務 所 ま で ご 一 報

頂 き、 組 合 員 の 機 関 誌 と し て 徐 々 に 充 実 さ せ、
ご 期 縛 に そ う よ う 頑 張 り た い と 思 い ま す の で、
ぜ ひ と も皆 様 の ご 協力 を お 願 い 申 し上 げ ま す。
創 刊 に当 り、 千 葉 市 長、 松 井 旭 様 の ご 祝 辞

を 頂 き、 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す。 な お、 写

真 に 付 き ま し て は、 桜 田 電 設 桜 田 社 長 （１０月

２２日 撮 影）、 ゴ ル フ 成 績 及 び写 真 は 宮 崎 電 工

宮 崎 祉 長、 そ れ ぞ れ 提 供 い た だ き あ り が と う

ご ざ い ま し た。 （．喜 多 村）
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